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解
題愛

知
県
知
多
市
朝
倉
地
域
に
は
「
梯
子
獅
子
」
と
呼
ば
れ
る
神
事
芸
能
が
伝
承
さ

れ
て
い
る
。
本
芸
能
は
、
当
地
域
の
氏
神
社
牟む
さ
ん山
神
社
の
例
祭
に
お
い
て
演
じ
ら
れ

る
。
近
世
期
よ
り
演
じ
ら
れ
て
き
た
と
伝
え
ら
れ
る
本
芸
能
は
、
梯
子
に
登
っ
て
曲

芸
を
演
じ
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
称
で
呼
ば
れ
て
き
た
が
、
筆
者
は
本
芸
能
に
つ
い
て
、

歴
史
、
民
俗
の
観
点
よ
り
研
究
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
、
論
文
「「
朝
倉
の

梯
子
獅
子
」
の
伝
承
を
担
う
青
年
組
織
の
再
構
成
」（
二
〇
一
八
）、「
知
多
半
島
「
朝

倉
の
梯
子
獅
子
」
の
戦
後
に
お
け
る
伝
承
の
変
容
―
文
字
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
に
注
目

し
て
―
」（
二
〇
二
〇
ｃ
）
を
発
表
し
、
ま
た
、
歴
史
資
料
紹
介
と
し
て
「
愛
知
県
知

多
半
島
朝
倉
の
梯
子
獅
子
関
係
資
料
『
郷
土
芸
能
調
査
票　

朝
倉
の
梯
子
獅
子
』」

（
二
〇
二
〇
ａ
）、「
愛
知
県
知
多
半
島
朝
倉
・
牟
山
神
社
関
係
近
代
資
料　

大
正
十
年

「
例
祭
日
変
更
願
」「
現
在
例
祭
日
ノ
決
定
沿
革
」「
例
祭
日
変
更
事
由
」」（
二
〇
二
〇

ｂ
）
を
発
表
し
た
。
本
稿
で
紹
介
す
る
『
梯
子
獅
子
の
解
説
』
も
、
筆
者
の
こ
う
し

た
研
究
の
一
環
と
し
て
扱
う
歴
史
資
料
で
あ
る
。

拙
稿
「
知
多
半
島
「
朝
倉
の
梯
子
獅
子
」
の
戦
後
に
お
け
る
伝
承
の
変
容
―
文
字

メ
デ
ィ
ア
の
影
響
に
注
目
し
て
―
」（
二
〇
二
〇
ｃ
）
に
お
い
て
は
、
本
稿
で
紹
介

す
る
牟
山
神
社
所
蔵
資
料
『
梯
子
獅
子
の
解
説
』
や
、『
郷
土
芸
能
調
査
票　

朝
倉

の
梯
子
獅
子
』、
知
多
市
文
化
財
資
料
第
一
一
集
『
朝
倉
の
梯
子
獅
子
』
等
を
取
り

上
げ
、
起
源
譚
や
芸
の
所
作
の
意
味
解
釈
の
変
化
を
検
討
し
た
。
し
か
し
、
同
論
考

は
起
源
譚
や
芸
の
所
作
の
意
味
解
釈
の
変
容
を
主
題
と
し
た
論
考
で
あ
り
、
ま
た
論

文
と
し
て
の
制
約
上
か
ら
『
梯
子
獅
子
の
解
説
』
の
全
文
は
挙
げ
て
い
な
い
。
本
稿

で
全
文
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
昭
和
三
十
〜
四
十
年
代
、
梯
子
獅
子
の
知
識
が

地
域
の
有
識
者
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
記
述
さ
れ
た
か
、
そ
し
て
そ
れ
が

他
の
住
民
や
観
客
に
ど
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
た
か
が
明
確
と
な
る
と
考
え
る
。
戦
後

に
お
け
る
民
俗
文
化
の
文
化
財
化
や
観
光
資
源
化
の
観
点
か
ら
の
研
究
資
料
と
し

て
、
本
文
書
の
活
用
が
期
待
さ
れ
、
本
資
料
を
翻
刻
し
て
紹
介
す
る
。

本
資
料
『
梯
子
獅
子
の
解
説
』
は
、
牟
山
神
社
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
資
料
の

第
一
丁
表
欄
外
に
は
、「
梯
子
獅
子
の
解
説
」（
内
題
）
と
記
さ
れ
、
ま
た
、
表
紙
に

は
「
梯
子
獅
子
の
解
説
」（
外
題
）
と
書
か
れ
て
い
る
（
写
真
１
）。
内
題
・
外
題
と

も
に
同
じ
で
あ
り
、
本
稿
で
は
、「
梯
子
獅
子
の
解
説
」
と
タ
イ
ト
ル
を
認
定
し
て

資
料
紹
介
を
行
な
う
。

書
誌
情
報
を
示
す
と
、
本
文
は
コ
ク
ヨ
製
の
赤
枠
原
稿
用
紙
（
半
丁
縦
二
一
・
〇

×
横
一
四
・
八
糎
、
半
丁
縦
書
一
〇
行
、
全
七
丁
）
が
袋
綴
じ
に
さ
れ
た
冊
子
本
で
、

基
本
的
に
鉛
筆
書
き
で
あ
る
。
原
稿
用
紙
の
欄
外
に
は
「A4 

20

 × 20

」
と
印
刷
さ

愛
知
県
知
多
半
島
・
朝
倉
の
梯
子
獅
子
関
係
資
料

『
梯
子
獅
子
の
解
説
』総

合
研
究
大
学
院
大
学
　
文
化
科
学
研
究
科
　
日
本
歴
史
研
究
専
攻
　
牧
野
　
由
佳

 【
資
料
紹
介
】
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れ
て
い
る
。
表
紙
・
裏
表
紙
は
、
本
文
よ
り
も
ひ
と
回
り
大
き
な
厚
紙
（
縦
二
二・
三

×
横
一
五
・
八
糎
）
が
使
用
さ
れ
、
く
る
み
表
紙
の
装
丁
で
本
文
の
原
稿
用
紙
が
ホ

チ
キ
ス
留
め
（
二
箇
所
）
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
の
外
題
「
梯
子
獅
子
の
解
説
」
は
黒

色
フ
ェ
ル
ト
ペ
ン
で
直
接
記
さ
れ
て
い
る
。
識
語
は
特
に
な
い
。

本
資
料
の
内
容
で
あ
る
が
、
本
文
の
冒
頭
に
は
、「
本
日
は
遠
路
御
參
拝
有
難
ご

ざ
い
ま
す
。
只
今
か
ら
ご
參
拝
の
皆
様
方
に
愛
知
県
無
形
文
化
財
の
朝
倉
の
梯
子
獅

子
の
解
説
を
い
た
し
ま
す
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
朝
倉
の
梯
子
獅
子
を
毎
年
奉

納
す
る
牟
山
神
社
例
祭
に
お
い
て
、
観
客
に
向
け
て
梯
子
獅
子
の
説
明
を
す
る
た
め

に
書
か
れ
た
解
説
台
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ル
ビ
が
多
用
さ
れ
て
い
る
の
が
特

徴
で
、
口
頭
で
解
説
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

中
に
は
、
た
と
え
ば
「
協
力
し
」
に
「
ち
か
ら
を
あ
わ
し
」
と
い
う
意
訳
的
な
ル
ビ

が
振
ら
れ
た
文
言
も
あ
る
（
第
二
丁
表
）。

本
文
の
文
字
は
、
基
本
的
に
は
鉛
筆
書
き
で
あ
る
が
、
赤
色
ペ
ン
や
黒
・
赤
・
青

色
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
色
分
け
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
明
ら
か
に
で
き
な
い
。

本
資
料
に
は
執
筆
者
に
関
す
る
記
載
は
な
い
が
、
朝
倉
に
住
む
昭
和
初
期
生
ま
れ

の
梯
子
獅
子
の 

元
担
い
手
Ａ
氏
は
山
口
喜
一
の
筆
跡
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
と
語 

っ

て
く
れ
た
。
山
口
喜
一
は
、
明
治
三
十
一
・
三
十
二
（
一
八
九
八
・
一
八
九
九
）
年
頃

に
朝
倉
に
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
人
物
で 

あ
る
（
１
）。
昭
和
三
十
年
代
ま
で
は
朝

倉
の
青
年
は
青
年
組
織
（「
朝
倉
青
年
会
」
等
）
に
入
会
し
、
梯
子
獅
子
の
担
い
手

と
な
る
の
が
慣
例
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
山
口
は
、
自
身
の
著
述
に
よ
れ
ば
小
学
校
卒

業
後
、
常
滑
の
製
陶
工
場
へ
「
住
み
込
み
の
小
僧
」
と
し
て
働
い
て
い
た
こ
と
か
ら

青
年
期
を 

朝
倉
で
過
ご
さ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
山
口
は
青
年
組
織
に
入
ら
ず
、

写真２　 『梯子獅子の解説』本文 
（第一丁裏・第二丁表）

写真１　『梯子獅子の解説』表紙
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梯
子
獅
子
の
担
い
手
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、昭
和
三
十
年
代
頃
か
ら
、き
っ

か
け
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
仲
間
と
と
も
に
梯
子
獅
子
に
関
す
る
研
究
に
力
を
注
ぐ

よ
う
に
な
り
、
朝
倉
梯
子
獅
子
保
会
会
長
も
務
め
た
（
２
）（
知
多
市
教
育
委
員
会
編　

一
九
七
〇　

二
五
―
二
六
、氏
子
総
代
執
筆
の
『
日
誌
』（
牟
山
神
社
蔵
）
に
基
づ
く
）。

山
口
の
著
述
に
知
多
市
教
育
委
員
会
が
編
纂
・
発
行
し
た
知
多
市
文
化
財
資
料
第

一
一
集
『
朝
倉
の
梯
子
獅
子
』（
知
多
市
教
育
委
員
会
編　

一
九
七
〇
）（
共
著
）
等

が
あ
る
。
Ａ
氏
は
、
昭
和
三
十
六
・
三
十
七
（
一
九
六
一
・
一
九
六
二
）
年
頃
に
、
山

口
を
は
じ
め
数
人
の
住
民
が
梯
子
獅
子
に
つ
い
て
調
べ
て
い
た
の
を
見
た
こ
と
が
あ

る
と
振
り
返
っ
て
い
る
。
ま
た
Ａ
氏
は
、
山
口
が
祭
り
の
際
に
梯
子
獅
子
の
説
明
を

し
て
い
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。「
喜
一
さ
ん
は
頭
の
い
い
人
だ
っ
た
か
ら
、
歴

史
も
調
べ
て
い
た
け
れ
ど
、
想
像
し
て
書
い
た
と
こ
ろ
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
と
思
う
よ
。

喜
一
さ
ん
自
身
は
獅
子
を
や
っ
と
ら
ん
か
っ
た
か
ら
」
と
も
回
想
し
て
い
る
。
山
口

を
中
心
に
執
筆
さ
れ
た
知
多
市
文
化
財
資
料
第
一
一
集
『
朝
倉
の
梯
子
獅
子
』
と
、

本
資
料
の
内
容
に
は
、
重
な
る
部
分
が
多 

い
こ
と
か
ら
も
、
本
資
料
『
梯
子
獅
子
の

解
説
』の
執
筆
者
が
山
口
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
翻
刻
者
も
推
測
す
る（
３
）。

執
筆
年
に
つ
い
て
は
、
明
確
な
記
載
は
な
い
が
、
昭
和
三
十
四
（
一
九
五
九
）
年

以
後
に
記
述
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
冒
頭
の
一
文
に
あ
る
。

第
一
丁
表
に
「
愛
知
県
無
形
文
化
財
の
朝
倉
の
梯
子
獅
子
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

文
化
財
指
定
が
さ
れ 

た
昭
和
三
十
四
（
一
九
五
九
）
年
以
降
に
書
か
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、代
々
の
氏
子
総
代
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た『
日
誌
』（
牟

山
神
社
蔵
）（
４
）
の
昭
和
三
十
四
（
一
九
五
九
）
年
十
月
十
日
条
に
は
、
同
年
は
伊

勢
湾
台
風
の
影
響
に
よ
り
、「
例
大
祭
ハ
災
害
ノ
タ
メ
式
典
ト
神
事
ノ
ミ
行
」
な
い
、

大
幅
に
規
模
が
縮
小
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
５
）。
こ
こ
か
ら
、
本
資
料
が

実
際
に
記
さ
れ
た
の
は
、
文
化
財
指
定
を
受
け
た
昭
和
三
十
四
（
一
九
五
九
）
年
と

は
考
え
難
く
、翌
昭
和
三
十
五（
一
九
六
〇
）年
以
降
の
例
祭
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

ま
た
、
本
資
料
で
は
、
以
前
は
梯
子
獅
子
だ
け
で
な
く
女
獅
子
も
奉
納
さ
れ
て
い

た
こ
と
に
触
れ
、「
只
今
拝
殿
に
安
置
し
て
あ
り
ま
す
獅
子
頭
と
衣
装
が
其
の
名
残

で
有
り
ま
す
」（
第
一
丁
表
）と
記
さ
れ
て
い
る
。
牟
山
神
社
所
蔵
の
氏
子
総
代
に
よ
っ

て
書
か
れ
た
『
日
誌
』
昭
和
四
十
四
（
一
九
六
九
）
年
十
月
四
日
条
に
は
、
例
祭
前

日
に
行
な
わ
れ
た
試
楽
祭
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
記
事
に
は
こ
の
年
の
例

祭
で
は
「
メ
ス
獅
子
を
拝
殿
に
飾
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」
と
記
述
さ
れ
る
。
他
の
年

の
『
日
誌
』
に
は
雌
の
獅
子
頭
に
関
す
る
記
述
は
な
く
、拝
殿
に
雌
獅
子
の
頭
を
飾
っ

た
の
は
昭
和
四
十
四
（
一
九
六
九
）
年
の
特
別
な
行
事
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ

れ
ら
の
こ
と
よ
り
本
資
料
『
梯
子
獅
子
の
解
説
』
は
昭
和
四
十
四
（
一
九
六
九
）
年

に
使
用
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

以
上
か
ら
、
本
資
料
は
少
な
く
と
も
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
以
降
（
昭
和

三
十
四
・
三
十
五
年
以
後
）
に
執
筆
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
さ
ら
に
年
代
を

絞
り
込
め
ば
、
右
の
こ
と
よ
り
、
昭
和
四
十
四
（
一
九
六
九
）
年
に
使
用
さ
れ
た
可

能
性
が
極
め
て
高
い
と
翻
刻
者
は
推
測
す
る
。
ち
な
み
に
、
本
資
料
の
内
容
と
類
似

点
の
多
い
知
多
市
文
化
財
資
料
第
一
一
集
『
朝
倉
の
梯
子
獅
子
』
が
刊
行
さ
れ
た
の

は
昭
和
四
十
五
（
一
九
七
〇
）
年
で
あ
る
。
同
時
期
に
本
資
料
『
梯
子
獅
子
の
解
説
』

が
使
用
さ
れ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
偶
然
で
は
な
く
、
こ
の
頃
に
朝
倉
の
梯
子

獅
子
を
民
俗
文
化
と
し
て
認
識
す
る
意
識
の
高
ま
り
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ 

と
が
で

き
よ
う
。

朝
倉
の
梯
子
獅
子
に
関
し
て
、
本
資
料
の
よ
う
な
口
頭
で
の
解
説
台
本
は
現
段
階
で

他
に
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
翻
刻
者
の
調
査
で
は
、
こ
う
し
た
解
説
が
毎
年
例
祭
で
必

ず
な
さ
れ
て
き
た
か
も
不
明
で
あ
り
、
本
資
料
が
複
数
年
に
わ
た
り
使
用
さ
れ
た
か
に

つ
い
て
も
現
段
階
で
は
明
ら
か 

で
な
い
。
本
資
料
を
以
前
見
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
地

域
住
民
も
現
段
階
で
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
資
料
は
牟
山
神
社
の
社
務

所
の
木
製
文
書
箱
に
、
愛
知
県
へ
の
申
請
書
の
控
え
等
重
要
な
書
類
と
と
も
に
収
蔵
さ

れ
て
お
り
、
保
管
す
べ
き
資
料
と
認
識
さ
れ
て
残
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

な
お
、
現
在
の
例
祭
で
は
、
朝
倉
梯
子
獅
子
保
存
会
長
や
同
好
会
員
が
口
頭
で
起

源
譚
等
を
紹
介
す
る
こ
と
は
あ
る
が
、
本
資
料
の
よ
う
な
台
本
は
利
用
し
て
い
な
い
。

彼
ら
は
知
多
市
文
化
財
資
料
第
一
一
集
『
朝
倉
の
梯
子
獅
子
』
や
『
知
多
市
誌
』
に
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書
か
れ
た
内
容
の
一
部
を
す
で
に
知
識
と
し
て
持
っ
て
お
り
、
台
本
な
し
で
説
明
す

る
場
合
が
多
い
。

本
文
の
内
容
を
順
に
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

・
牟
山
神
社
の
獅
子
舞
に
関
す
る
伝
承

・
梯
子
獅
子
の
起
源
譚

・
梯
子
獅
子
の
伝
承
者
と
練
習

・
奉
納
当
日
（
試
楽
・
大
祭
）
の
流
れ

・
梯
子
獅
子
に
ま
つ
わ
る
伝
説

・
獅
子
頭
や
衣
装
の
特
徴

・
舞
の
全
体
構
成
、
演
技
の
詳
細

冒
頭
の
獅
子
舞
に
関
す
る
伝
承
で
は
、
明
治
中
期
に
中
断
し
た
雌
獅
子
の
獅
子
舞

に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
（
第
一
丁
裏
）。
こ
こ
で
記
さ
れ
る
嘉
永
三

（
一
八
五
〇
）
年
と
文
久
元
（
一
八
六
一
）
年
の
雌
の
獅
子
舞
の
獅
子
幕
と
は
、
現

在
知
多
市
歴
史
民
俗
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
る
獅
子
幕
と
考
え
ら
れ
る
。

続
い
て
、
朝
倉
の
梯
子
獅
子
の
起
源
譚
が
記
さ
れ
る
。
こ
の
起
源
譚
は
、
昭
和

四
十
五
（
一
九
七
〇
）
年
に
知
多
市
文
化
財
資
料
集
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
朝
倉
の

梯
子
獅
子
』や
、そ
の
約
十
年
後
の
昭
和
五
十
八（
一
九
八
三
）年
に
刊
行
さ
れ
た『
知

多
市
誌
』
資
料
編
三
な
ど
に
も
記
さ
れ
る
ほ
か
、
朝
倉
の
梯
子
獅
子
に
関
す
る
情
報

を
伝
え
る
近
年
の
新
聞
、
地
域
情
報
誌
等
に
も
度
々
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
牧
野　

二
〇
二
〇
ｃ　

七
〇
―
七
一
）。
し
か
し
、
昭
和
三
十
（
一
九
五
五
）
年
に
記
さ
れ
、

牟
山
神
社
に
所
蔵
さ
れ
る
手
書
き
の
資
料
『
郷
土
芸
能
調
査
票　

朝
倉
の
梯
子
獅
子
』

に
は
、
起
源
譚
に
つ
い
て
の
記
載
は
な
く
、
朝
倉
の
梯
子
獅
子
の
「
發
祥
の
起
原
は

詳
か
で
な
い
」（
牧
野　

二
〇
二
〇
ａ　

二
二
四
）
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
本
資
料
に

は
慶
長
の
初
め
頃
に
本
芸
能
が
始
ま
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、『
郷
土
芸
能
調 

査

票　

朝
倉
の
梯
子
獅
子
』
に
は
開
始
年
に
関
す
る
記
述
も
な
い
（
６
）。

ほ
か
に
も
本
資
料
に
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、『
郷
土
芸
能
調
査
票　

朝
倉
の
梯
子

獅
子
』
に
は
記
載
の
な
い
伝
承
と
し
て
、「
祈
年
の
舞
」「
勤
労
の
舞
」「
豊
年
の
舞
」

と
い
っ
た
舞
の
構
成
や
、
演
技
に
関
す
る
信
仰
的
な
意
味
等
が
挙
げ
ら
れ
る
（
牧
野　

二
〇
二
〇
ａ
、
牧
野　

二
〇
二
〇 

ｃ　

七
八
―
七
九
）。

一
方
で
、
本
資
料
と
『
郷
土
芸
能
調
査
票 　

朝
倉
の
梯
子
獅
子
』
の
双
方
に
は
同

様
の
内
容
も
記
さ
れ
て
い
る
。
本
資
料
に
は
、
先
に
紹
介
し
た
起
源
譚
だ
け
で
な
く

次
の
よ
う
な
伝
承
も
記
載
さ
れ
る
。
あ
る
年
の
例
祭
で
獅
子
舞
を
奉
納
し
な
か
っ
た

と
こ
ろ
、
流
行
病
が
蔓
延
し
た
。
こ
れ
は
獅
子
舞
を
奉
仕
し
な
か
っ
た
神
罰
だ
と
さ

れ
、
獅
子
舞
と
例
祭
を
や
り
直
し
、
そ
れ
以
来
、
必
ず
獅
子
舞
は
行
な
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
、
と
い
う
伝
承
で
あ
る
（
第
三
丁
表
・
裏
）。
こ
の
伝
承
は
『
郷
土
芸
能
調

査
票　

朝
倉
の
梯
子
獅
子
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
牧
野　

二
〇
二
〇
ａ　

二
二
四
）。

以
上
の
よ
う
に
、
本
資
料
は
、
昭
和
三
十
年
代
後
期
以
後
、
地
域
住
民
で
あ
り
文

化
財
行
政
と
の
関
わ
り
を
持
つ
山
口
喜
一
た
ち
が
朝
倉
の
梯
子
獅
子
を
ど
の
よ
う
に

解
釈
し
て
伝
え
よ
う
と
し
て
い
た
か
を
知
る
う
え
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

ま
た
、
本
資
料
が
観
客
に
対
し
て
梯
子
獅
子
に
つ
い
て
口
頭
で
解
説
す
る
目
的
で

作
成
さ
れ
た
点
か
ら
、
朝
倉
で
は
本
芸
能
を
地
域
外
の
観
客
に
も
見
せ
る
こ  

と
を
意

識
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
観
客
が
遠
方
か
ら
来
て
い
た
こ
と
な
ど
、
当
時
の
様

子
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。
観
客
に
対
す
る
意
識
は
、

本
芸
能
が
昭
和
三
十
四
（
一
九
五
九
）
年
に
愛
知
県
の
無
形
文
化
財
（
現
無
形
民
俗

文
化
財
）
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
や
、
昭
和
三
十
二
（
一
九
五
七
）
年
に
テ
レ
ビ
中
継

で
梯
子
獅
子
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
等
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
考
え 

ら
れ
る
（
氏

子
総
代
執
筆
の
『
日
誌
』（
牟
山
神
社
蔵
）
に
基
づ
く
）。
昭
和
二
十
年
代
生
ま
れ
の

元
担
い
手
の
Ｂ
氏
は
、
担
い
手
を
し
て
い
た
昭
和
四
十
年
代
に
先
輩
か
ら
、
梯
子
獅

子
を
演
じ
る
際
に
は
観
客
が
沸
く
よ
う
な
演
出
を
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
と
語
っ

た
。
さ
ら
に
、
先
輩
に
は
そ
う
し
た
演
出
に
つ
い
て
、「
観
光
」
で
あ
る
か
ら
観
客

が
喜
ぶ
よ
う
な
こ
と
を
や
る
の
だ
と
言
わ
れ
た
、
と
話
し
て
く
れ
た
。
昭
和
三
十
〜

四
十
年
代
に
は
梯
子
獅
子
を
地
域
外
の
観
客
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う
意
識

が
醸
成
さ
れ
て
い
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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本
資
料
は
、
朝
倉
の
梯
子
獅
子
が
文
化
財
や
観
光
資
源
と
し
て
外
部
か
ら
注
目
さ

れ
始
め
、
そ
れ
に
応
え
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
文
書
と
し
て
、
近
現
代
に
お
け
る
民

俗
芸
能
の
変
容
を
研
究
す
る
う
え
で
価
値
の
高
い
資
料
と
い
え
る
。

註（
１
）
山
口
喜
一
の
生
年
に
つ
い
て
は
知
多
市
民
俗
資
料
館
一
九
九
七
年
特
別
展
『
知

多
市
民
俗
資
料
館
の
あ
ゆ
み
』
の
配
布
資
料
を
参
照
し
た
。

（
２
）
朝
倉
梯
子
獅
子
保
存
会
の
設
立
時
期
等
は
現
段
階
で
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

山
口
喜
一
は
少
な
く
と
も
昭
和
三
十
五
（
一
九
六
〇
）
年
当
時
、
花
井
薫
と
と

も
に
保
存
会
長
を
務
め
た
こ
と
が
、
氏
子
総
代
が
執
筆
し
た
『
日
誌
』（
牟
山

神
社
蔵
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。
山
口
喜
一
は
知
多
市
文
化
財
保
護
委
員
な
ど
も

務
め
（
知
多
市
教
育
委
員
会
編　

一
九
七
〇
）、朝
倉
の
梯
子
獅
子
研
究
の
他
に
、

国
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
「
知
多
半
島
の
漁
撈
用
具 

附
漁
撈
関
係
帳
面
類
」（
昭

和
四
十
七
（
一
九
七
二
）
年
指
定
・
一
〇
四
五
点
、
附 

二
八
点
）
の
指
定
な
ど

に
も
尽
力
し
た
。

（
３
）『
朝
倉
の
梯
子
獅
子
』
や
『
知
多
市
誌
』
に
は
、
本
資
料
と
よ
く
似
た
内
容
が

記
さ
れ
る 

が
、
す
べ
て
の
内
容
が
一
致
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
本
資
料
に
の

み
記
さ
れ
る
情
報
も
多
数
あ
る
。
各
資
料
と
の
比
較
検
討
は
、拙
稿
（
二
〇
二
〇

ｃ
）
で
一
部
実
施
し
た
が
、
詳
細
な
比
較
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
４
）
牟
山
神
社
に
は
、
氏
子
総
代
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
大
正
か
ら
平

成
時
代
の
『
日
誌
』
が
一
四
冊
所
蔵
さ
れ
る
。
昭
和
三
十
四
（
一
九
五
九
）
年

の
記
事
が
記
さ
れ
て
い
る
『
日
誌
』
は
、袋
綴
装
の
冊
子
本
で
、本
文
は
罫
紙
（
縦

二
四
・
〇
×
横
一
五
・
〇
糎
）
に
書
か
れ
て
い
る
。
昭
和
二
十
八
（
一
九
五
三
）

年
か
ら
昭
和
三
十
八
（
一
九
六
三
）
年
の
事
柄
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）
翌
昭
和
三
十
五
（
一
九
六
〇
）
年
十
月
十
日
の
『
日
誌
』
の
記
事
に
は
、
例
祭

に
併
せ
て
、「
梯
子
獅
子
無
型
（
マ
マ
）文
化
財
指
定
許
可
奉
公
祭
」（
前
日
の
記
事
に

は
「
奉
告
祭
」
と
あ
る
）
が
行
な
わ
れ
、
多
く
の
観
客
が
梯
子
獅
子
を
見
る
た

め
に
集
ま
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
災
害
に
よ
り
一
年
遅
れ
て
文
化
財
指

定
の
記
念
行
事
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
６
）
慶
長
期
に
梯
子
獅
子
が
始
ま
っ
た
と
す
る
記
述
は
、
朝
倉
の
住
民
で
は
な
い
外

部
の
人
々
に
よ
っ
て
、昭
和
三
十
四（
一
九
五
九
）年
・
昭
和
三
十
六（
一
九
六
一
）

年
に
も
な
さ
れ
て
い
る
（
牧
野　

二
〇
二
〇
ｃ　

七
三
―
七
四
）。

付
記本

稿
に
お
け
る
牟
山
神
社
所
蔵
資
料
の
調
査
と
文
面
掲
載
に
つ
い
て
は
、
牟
山
神
社

氏
子
総
代
の
方
々
よ
り
御
許
可
と
惜
し
み
な
い
御
協
力
を
頂
戴
し
た
こ
と
に
よ
り
実
現

し
ま
し
た
。
ま
た
、
朝
倉
梯
子
獅
子
保
存
会
の
皆
様
や
、
元
担
い
手
の
方
々
、
そ
の
他

朝
倉
地
区
の
多
く
の
方
々
に
は
、
聞
き
取
り
調
査
等
に
お
い
て
親
身
に
御
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
稿
は
、

科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
特
別
研
究
員
奨
励
費19J22 164

）
の
助
成
を
受
け
た
研
究
の
一

部
で
す
。
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献
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究
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〇
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知
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倉
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梯
子
獅
子
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係
資
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『
郷
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能
調
査
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朝
倉
の
梯
子
獅
子
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人
間
文
化
研
究
』
三
三
号　

名
古
屋
市
立
大

学
大
学
院
人
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文
化
研
究
科
）

牧
野
由
佳　

二
〇
二
〇
ｂ　
「
愛
知
県
知
多
半
島
朝
倉
・
牟
山
神
社
関
係
近
代
資
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大

正
十
年「
例
祭 

日
変
更
願
」「
現
在
例
祭
日
ノ
決
定
沿
革
」「
例
祭
日
変
更
事
由
」」（『
人

間
文
化
研
究
』
三
四
号　

名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
）

牧
野
由
佳　

二
〇
二
〇
ｃ　
「
知
多
半
島
「
朝
倉
の
梯
子
獅
子
」
の
戦
後
に
お
け
る
伝
承

の
変
容
―
文
字
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
に
注
目
し
て
―
」（『
民
俗
芸
能
研
究
』
六
九
号　

民
俗
芸
能
学
会
）
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〔
凡
例
〕

・ 
字
体
は
、
正
字
・
異
体
字
・
通
行
字
等
、
で
き
る
限
り
原
文
に
近
い
字
で
翻
刻
し
た
。

・ 
ミ
セ
ケ
チ
は
左
脇
に
ヽ
で
示
し
た
。

・ 

行
取
り
は
、
本
文
の
改
行
箇
所
に
従
っ
た
。

・ 

改
丁
行
を
、 
」
に
よ
っ
て
示
し
、
そ
の
下
に
丁
数
を
記
し
た
。

・ 

原
則
と
し
て
、
句
点
、
読
点
は
、
原
文
を
尊
重
す
る
。

・ 

翻
刻
者
の
注
記
は
右
脇
に
（　

）
内
に
記
し
た
。

・ 

本
文
は
基
本
的
に
鉛
筆
書
き
で
後
に
ボ
ー
ル
ペ
ン
等
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
筆
記
具

の
違
い
に
つ
い
て
は
示
さ
な
か
っ
た
。

・ 

文
字
色
に
つ
い
て
は
、
文
章
の
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
に
あ
え
て
示
さ
な
か
っ
た
。

〔
翻
刻
〕梯

子
獅
子
の
解
説

 
」
表
紙

既

 

」
表
紙

 

見
返

梯（

罫

線

外

）

子
獅
子
の
解
説

本
日
は
遠エ
ン
ロ路
御ゴ
サ
ン
パ
イ

參
拝
有
ア
リ
ガ
ウ（
ト
脱
カ
）

難
ご
ざ
い
ま
す
只タ
ヾ
イ
マ今
か
ら
ご

參
拝
の
皆
様
方
に
愛
知
県
無
形
文
（
二
字
後
同
筆
）
化
財
の
朝
倉
の
梯
子
獅

子
の
解カ
イ
セ
ツ説
を
い
た
し
ま
す

言イ
ヽ
ツ
タ傳
へ
に
依ヨ

り
ま
す
と
文ブ
ン
メ
イ明
十
年
只
今
よ
り
凡
オ
ヨ
ソ

五
百

年
程ホ
ド

前
に
本ホ
ン
デ
ン
サ
イ
ケ
ン

殿
再
建
の
折オ
リ

に
既ス
デ

に
獅シ
ヽ
マ
イ

子
舞
が
奉ホ
ウ
ノ
ウ納
さ

れ
た
と
あ
り
ま
す
が
是コ
レ

は
俗ゾ
ク

に
云
ふ
女オ
ナ
ゴ
シ
ヽ

獅
子
とヽのてヽ
神カ
グ
ラ楽

舞マ
イ

の
獅
子
で
各カ
ク
ホ
ウ
メ
ン

方
面
に
傳ツ
タ

は
る
舞ブ
タ
イ台
で
舞ま

ふ
獅
子
が
有あ
っ（
マ
マ
）

っ
た
物
と
思
わ
れ
ま
す　
「
只
今
拝ハ
イ
デ
ン殿
に
安ア
ン
チ置
し
て
あ
り

ま
す
獅
カ
ブ子
頭
と
衣マ

ク装
が
其
の
名ナ
ゴ
リ残
で
有
り
ま
す
が
」
此コ

の
獅し
し
ま
く

子
幕
に
嘉カ
エ
イ永
三
年
と
文
ブ
ン
キ
ュ
ウ
ガ
ン

久
元
年
の
二
枚
が
保ホ
ゾ
ン存 

」
一
オ

さ
れ
て
ゐ
ま
す　

昔
は
此コ

の
梯ハ
シ
ゴ
シ
ヽ

子
獅
子
と
共ト
モ

に
雌シ
ユ
ウ雄
の

舞
を
奉ホ
ウ
シ仕
し
て
居イ

た
の
が
明
治
中ナ
カ
ゴ
ロ期
に
成
っ
て
女オ
ナ
ゴ
ジ獅

子シ

の
方
は
芸ゲ
イ

が
細コ
マ
カい
の
で
習ナ
ラ
フ
コ
ト得が
出テ

キ来
ず
中

　
　
　
チ
ュ
ダ
ン（
ウ
脱
カ
）

断
し
て

梯
子
獅
子
の
み
現ゲ
ン
ゾ
ン存
し
て
ゐ
ま
す

こ
の
獅
子
の
起キ
ゲ
ン源
と
し
て
伝デ
ン
セ
ツ説
に
次ツ
ギ

の
様ヨ
ウ

に
傳ツ
タ

へ
ら

れ
て
い
るヽま
す

。
慶ケ
イ
チ
ョ
ウ長の
初
め
ノ
頃コ
ロ
、当ト
ウ
チ地
に
獅
子
（
イ
ノ
シ
ヽ
）

が
現ア

ラ
ワれ
て
農ノ
ウ
サ
ク
ブ
ツ

作
物
を
荒ア
ラ

し
其ソ
ノ
ガ
イ害
が
甚ヒ
ド

く
村ム
ラ
ビ
ト人
一
同
困コ
ン

究キ
ュ
ウし
て
居い

ま（
二
字
後
筆
）
し
た
。
昔
こ（
五
字
後
同
筆
）

の
地
方
に
イ
ノ
シ
ヽ
の
多
か
つ
た
事
は
西ニ
シ
ヤ
シ
キ

屋
敷

貝カ
イ
ヅ
カ塚
か
ら
多タ
ク
サ
ン数
の
骨ホ
ネ

ヤ
（
一
字
後
筆
）キ
バ
等ナ
ド

が
出デ

た
の
で
立リ
ッ
シ
ョ
ウ證さ
れ

ま
す　

乞（
三
字
後
同
筆
）

の
頃
当と
う
む
ら
の
そ
う
え
も
ん

村
宗
右
エ
門
と
云い

ふ
人
が
發ホ
ッ
キ起
し
て
村む
ら
び
と人
の 

」
一
ウ

協ち
か
ら
を
あ
わ
力
し
梯ハ
シ
ゴ
セ
メ

子
攻
に
し
て
「
シ
ヽ
」
を
退タ
イ
ジ治
し
た
の
で
田
畑

の
荒ア

れ
る
の
を
免マ
ヌ
ガれ
其ソ

の
翌ア
ク
ル
ト
シ年は
大
豊
作
で
有
っ
た
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の
で
村
人
共
喜
び
語カ
タ

り
合ア

ふ
て
豊ホ
ウ
ネ
ン
マ
ツ
リ

年
祭
と
獅シ

子ヽ
の
供ク

養ヨ
ウ

を
思オ
ム

ひ
立
ち
其
の
年
の
祭マ
ツ
リ礼
に
梯は
し
ご子
に
登
る
雄お

獅

子
の
舞
を
演エ
ン

じ
た
の
が
起キ
ゲ
ン源
で
あ
る
其ソ

の
後ゴ

種イ

ロ

〱々

工ク

夫フ
ウ

改カ
イ
リ
ョ
ウ
良
し
て
現
在
の
姿ス
ガ
タと
な
つ
て
。
当ト
ウ

牟ム
サ
ン山
神
社
の
神シ
ン

事ジ

と
し
て
毎
年
の
祭
礼
に
必
ず
奉ホ
ウ
ノ
ウ納
さ
れ
て
此コ

の
神

事
が
終オ
ワ

ら
な
い
と
祭
礼
が
す
ま
な
い
慣ナ
ラ
ワ
シ例
に
成
っ
て

ゐ
ま
す　

こ
の
神
事
は
昔
は
村
の
若ワ
カ

い
衆シ
ュ

が
奉
仕
し

現
在
は
青
年
団
員
の
男
子
十
五
才
か
ら
二
十
三
才
迄 

」
二
オ

の
者
が
精シ
ョ
ウ
ジ
ン
ケ
ッ
サ
イ

進
潔
斉
し
別ベ
ツ
ビ火
の
食
事
を
摂ト

り
昔
（
二
字
後
筆
）は青
年
会
場

前
の
広ヒ
ロ
バ場
に
約
三ヽ四

週
前
に（
一
字
後
筆
）櫓ヤ
グ
ラを
立
て
ゝ
以イ

ゴ後
つ
か
れ
も

い
と
わ
ず
に
毎
（
二
字
後
筆
）夜笛フ
エ

太タ
イ
コ鼓
の
囃ハ
ヤ
シ
カ
タ方に
合
せ
て
獅
子
舞
の
練

習
に
は
げ
み
、
精
進
の
上
試シ
ン
ガ
ク楽
の
日
に
神じ
ん
じ
ゃ社
の
境ケ
イ
ダ
イ内
に

櫓ヤ
グ
ラを
移イ
テ
ン転
組
立
て
試シ
ン
ガ
ク
サ
イ

楽
祭
の
夜
に
七
五
三
の
数カ
ズ

で
適テ
キ

度ド

に
舞
ひ
納
め
て
前ゼ
ン
ヤ
サ
イ

夜
祭
を
終
る
の
で
有
り
ま
す

大お
ま
つ
り祭
当と
う
じ
つ日
は
祭サ
イ
テ
ン典
終
る
と
午
前
十
一
時
か
ら
午
後
五

時
迄ま
で

舞ま
い

納
お
さ
し
め

一
旦ど

宮
下さ
が

り
し
て
夜
改
め
て
宮
上ノ
ボ

り
し
て

獅し
し
ま
い

子
舞
を
奉
仕
す
る
慣ナ
ラ
ワし
で
舞
の
組ク
ミ
カ
ズ数
は
其そ

の
年
々

に
奉
仕
す
る
青
年
団
員
の
数
の
都
合
で
決
て
は
ゐ
な 

」
二
ウ

い
が
何
時
で
も
七
五
三
の
奇キ
ス
ウ数
に
舞マ
イ
オ
サ納
め
ま
す

最
後
に
幣ヘ
イ
オ
サ納
め
の
儀ギ
シ
キ式
を
斉サ
イ
コ
ウ行
し
て
目め
で

出
度た
く

神し
ん
じ事
を

終
る
の
で
あ
り
ま
す

こ
の
神
事
は
昔
か
ら
大お
ま
つ
り祭
に
は
一
度
も
欠カ

か
さ
ず
に

行
れ
た
が
只
一イ
チ
ド度
何ナ
ニ

か
の
都ツ
ゴ
ウ合
で
獅
子
を
奉
仕
せ
ず

祭
礼
を
す
ま
せ
た
事
が
有
っ
た
処ト
コ
ロが
ぐ
う
ぜ
ん
に
も

其そ
の

年と
し

村
中
に
は
や
り
病や
ま
いが
あ
り
難ナ
ン
ジ
ュ
ウ渋し
た
の
で
、
こ
れ

は
獅
子
を
奉
仕
し（

マ

マ

）

な
か
た
の
で
神シ
ン
バ
ツ罰
だ
云と
い
うの
で
改ア
ラ
タめ

て
獅
子
舞
を
奉
仕
し
祭
礼
を
や
り
直ナ
ホ

し
た
事
が
あ
っ

た
、
そ
れ
以
来
獅
子
丈ダ
ケ

は
必
ず
奉
仕
す
る
様ヨ
ウ

に
と
古コ
ロ
ウ老 

」
三
オ

か
ら
言イ
ヽ
ツ
タ
ヘ傳ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
り
ま
す

お
祭
に
は
御オ

ミ

キ
神
酒
と
て
御
酒サ
ケ

が
つ
き
物モ
ノ

で
あ
り
ま
す
が（
一
字
後
筆
）

当
村
の
青
年
団
員
は
御
ら
ん
の
様ヨ
ウ

に
髙
い
処ト
コ
ロで
舞マ

ふ

の
で
有
り
ま
す
か
ら
当
日
は
御お
さ
け酒
は
い
た
だ
か
な
い

事こ
と

に
成な
っ
て（
マ
マ
）

っ
て
ゐ
ま
す

獅し
し
ま
い

子
舞
は
頭
（
カ
ブ
）
後
（
ウ
ス
）
と
二
人
が
一
組
に
な
り
獅し
し

子
頭か
ぶ

の
付
い
た
幕
を
か
む
り
所ど
う
さ作
を
行
うヽ
い
ま
す

奉
仕
す
る
青
年
は
龍リ
ュ
ウ
モ
ン紋の
伴ハ
ン
テ
ン天
を
着キ

て
水ミ
ズ
タ
マ
モ
ヨ
ー

玉
模
様
の

股モ
ヽ
ヒ
キ引
、
腕ウ
デ
ヌ
キ抜
を
着ツ

け
片カ
タ
ア
シ足
は
白
片
一
方
は
黒
の
足タ

ビ袋
を

前
後
交コ
ウ
ゴ互
に
は
く
こ
れ
は
動
物
的
の
毛ケ
モ
ヨ
ウ

模
様
を
現ア
ラ
ワし 

」
三
ウ

又マ
タ

陰イ
ン
ヨ
ウ陽
を
象
カ
タ
ド

っ
た
の
で
有
る
と
言イ

ひ
ま
す

此こ
の

の
舞ま
い

を
大お
お
わ
け別
し
て
祈キ
ネ
ン年
の
曲キ
ョ
ク、　

勤キ
ン
ロ
ウ労
の
曲
、　

豊ホ
ウ
ネ
ン年

の
曲　

と
云い

い（
マ
マ
）
ひ
ま
す　

三サ
ン
ヨ
ウ様
に
各オ

ノ

〱々

囃ハ
ヤ
シの
曲
が
変カ
ワ

り

ま
す　

先マ
ズ

打ウ
チ
ハ
ヤ
シ
囃
に
始ハ
シ
マり
此コ

の
曲
は
前ゼ
ン
ゴ
ノ
キ
ョ
ク

後
曲
で
誠マ
コ
トに
優ユ
ウ

雅ガ

な
囃ハ
ヤ
シ子
で
聞キ

く
者
の
心
が
自シ
ゼ
ン然
に
楽タ
ノ

し
く
な
る
曲

で
あ
り
ま
す
、
是こ
れ

は
獅し

し子
の
出で
る
の場
を
知
ら
す
曲
で
適テ
キ
ジ時

に
元ゲ
ン
キ
一
パ
イ

氣
一
杯
の
獅
子
は
シ
ホ
を
ま
き
乍ナ
ガ

ら
舞
台
へ
飛ト

ひ
出ダ

し
て
し
ば
ら
く

舞
ひ
く
る
ふ
の
で
有
り
ま
す
こ
の
前
後
に
初
等
部
の
団



121

牧野由佳　　愛知県知多半島・朝倉の梯子獅子関係資料　『梯子獅子の解説』

22総研大文化科学研究 第17号（2021）（ ）

員
が
交カ
ワ

り
カ〳
ワ〵
る
に
清キ
ヨ

め
の
塩シ
ホ

を
ま
き
に
登
ノ
ボ
リ（
マ
マ
）り又マ
タ

ぬ
れ

布フ
キ
ン巾
を
持モ

っ
て
梯は
し
ご子
か
ら
櫓
ヤ
グ
ラ

上
を
ふ
き
乍ナ
カ

ら
シ
（
二
字
空
欄
）

メ
ラ
シ

ま 

」
四
オ

す
こ
れ
は
滑ス
ベ
リ
ド止
の
為た
め

で
す　

次ツ
キ

に
二
人
の
団
員
が
登

る
こ
れ
を
取ト
リ
モ
チ持
と
云
ひ
前
後
の
介カ
イ
ゾ
エ添
を
や
り
次
囬
に

舞
ふ
の
で
あ
り
ま
す
毎マ
イ
ド度
こ
れ
を
行
ひ
ま
す　

奉ホ
ウ
シ仕

者シ
ャ

の
姓ナ
マ
ヘ名
と
カ
ブ
と
ウ
ス
の
編ク
ミ
ユ
ミ成
を
發
表
し
ま
す

舞
台
へ
躍オ
ド

り
出
し
た
一
組
の
獅し

し子
は
神
前
に
向
っ
て

三
拝
の
礼
を
舞ま
い

で
行
ひ
ま
す　

飛ト
ビ
ア
ガ上
り
飛ド

び
上ア
ガ
ツて
は

又
転コ
ロ

び
七ナ
ヽ

転コ
ロ

び
八ヤ
オ
キ起
をの
サ
マ

笛フ
エ
、太タ
イ
コ鼓
の
ハ
ヤ
シ
に
合
せ
て

舞
ひ
ま
す
こ
の
ハ
ヤ
シ
は
打
ハ
ヤ
シ
で
有
り
ま
す

太
鼓
は
神カ
ク
ラ楽
太タ
イ
コ鼓
に
ツ
ケ
笛フ
エ

は
七ヒ
チ
オ
ン音
の
横
笛
数
本
で

曲フ
エ

オ
ヒ
リ
、　

カ
ブ
は
カ
ツ
〳
〵
と
調チ
ョ
ウ
シ子
を
合
せ
るヽて 

」
四
ウ

カ
ブ
を
鳴ナ

ら
し
乍
ら
舞
台
の
上
を
勇ユ
ウ
ソ
ウ壮
に
乱ラ
ン
ブ舞
す
る

前ゼ
ン
ホ
ウ方
の
髙
い
櫓ヤ
グ
ラを
山
に
な
ぞ
ら
え
て
如イ

カ何
に
し
て
こ

の
山
を
越コ

え
る
か
と
思シ
ア
ン案
す
る
が
如ゴ
ト

く
舞
台
を
三
べ

ん
ま
わ
っ
た
後
で
思オ
モ

い
切き

っ
て
驅カ

け
出
し
梯
ハ
シ
ゴ
シ
下（
マ
マ
）

子
下
、
ふ

も
と
に
至い
た

り
て
駆カ

け
上ア
ガ

らろ

う
と
し
て
崖ガ
ケ

の
險ケ
ワ

し
さ
に

三ミ
タ
ビ度
転テ
ン
ラ
ク落
す
る
が
屈ク
ツ

せ
ず
に
上ノ
ボ

り
始ハ
ジ

め
る
こ
れ
か
ら

祈キ
ネ
ン年
の
曲
の
ウ
ン
セ
イ
の
舞ま
い

に
な
り
ま
す
、
こ
の
時
カ

ブ
は
ウ
ス
の
肩カ
タ
グ
ル
マ車に
の
っ
て
ハ
ヤ
シ
に
合
せ
て
一
段ダ
ン

一
段
と
登ノ
ボ

り
五
だ
ん
登
て
ふ
り
返カ
ヘ

る
。
こ
れ
は
肩か
た

車
の

ま
ゝ
片
手
片
足
を
梯は
し
ご子
に
止
ま
り
片
一
方
を
梯は
し
ご子
の 

」
五
オ

外ソ
ト

が
わ
へ
後ウ
シ
ロ
ム
キ向に
開ヒ
ラ

く
。
こ
の
時
に
ウ○

○

○

○

ン
セ
イ
と
發ハ
ツ
セ
イ声

す
る
こ
の
ウ
ン
セ
イ
は
運ウ
ン
セ
イ勢
の
こ
と
で
𠮷キ
ツ
チ
ョ
ウ兆を
願ネ
ガ

ふ

意イ

ミ味
を
も
つ
。
こ
の
所シ
ョ
サ作
は
氏ウ
ヂ
コ子
の
安ア
ン
ゼ
ン全
を
祈イ
ノ

る
と
共ト
モ

に
農ノ
ウ
カ
タ方
で
は
種タ
ネ
マ
キ播
か
ら
耕コ
ウ
サ
ク作
手テ
イ
レ入
の
上ウ
エ
ホ
ウ
サ
ク

豊
作
を
願ネ
ガ

い

又マ
タ

浜ハ
マ
カ
タ方
で
は
大ダ
イ
リ
ョ
ウ
マ
ン
ゾ
ク

漁
万
足
を
祈キ
ネ
ン念
し◎

乍ナ
カ
ラら
行オ
コ
ナふ
の
で
あ

り
ま
す
更サ
ラ

に
左サ
ユ
ウ
カ
ワ

右
交
り
〳
〵
に
振フ

り
返カ
エ

り　
　

十
米メ
ウ
ト
ル

髙
さ
の
梯は
し
ご子
の
天
ぺ
ん
に
至イ
タ

り
急キ
ュ
ウに
カ
ブ
が
天
ぺ
ん

の
横
木
と
ウ
ス
の
肩カ
タ

と
に
ア（
三
字
後
筆
）

シ
ヲ
支サ
サ

へ
後ウ
シ
ロ方
へ
三ミ
タ
ビ度
ア
オ
リ

ま
す
こ
れ
も
神
前
拝
礼
で
あ
り
ま
す
。
こ
ゝ
で
噺ハ
ヤ
シの
調
チ
ョ
ウ

子シ

が
一イ
ッ
ペ
ン変
し
て
和
ナ
ゴ
ヤ
カと
な
る
こ
れ
か
ら
勤キ
ン
ロ
ウ労
の
曲
櫓ロ
ジ
ョ
ウ上 

」
五
ウ

の
舞
に
成
り
ま
す　

今い
ま
ま
で迄
け
わ
し
か
つ
た
断タ
ン
ガ
イ崖
を
や

っ
と
の
思オ
モ

ひ
で
頂
チ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
上
へ
上ア
ガ
ツた
。
シシ

シヽ

は
髙
い
処ト
コ
ロか
ら
は

ゐ
か
に
前
や
右
や
左
と
眺ナ
ガ

め
乍
ら
喜ヨ
ロ
コび
勇イ
サ

ん
で
天テ
ン
ジ
ョ上

の
横ヨ
コ
キ木
の
外ソ
ト
ガ
ワ側
の
一
イ
ッ
ポ
ン
を
ワ
タ

本
渡
っ
て
四
つ
は
い
の
姿ス
ガ
タに
な

っ
て
舞
ひ
ま
す　

又マ
タ

立タ
チ

シ
ヽ
と
い
っ
て
肩カ
タ
グ
ル
マ車の
ま
ヽ

で
舞
ふ
組
も
有
り
ま
す
が
こ
れ
は
よ
ほ
ど
熟ジ
ュ
ク
レ
ン練し
な

い
と
出
来
な
い
の
で
年
に
一
、二
組
有
る
だ
け
で
あ
り

ま
す
こ
う
し
て
櫓ヤ
グ
ラの
上
で
ハ
ヤ
シ
に
合ア
ワ

せ
中ナ
カ

ア
オ
リ

大オ
ヽ

ア
オ
リ
等ナ
ド

見ミ

る
人ヒ

ト

〱々

が
肝キ
モ

を
ひ
や
す
種サ

マ

〱々

の
演エ
ン
ギ技

を
行
い
こ（

七

字

後

同

筆

）

ヽ
で
曲
が
変
り
最
後
に
豊ホ
ウ
ネ
ン年
の
曲
感カ
ン
シ
ャ謝
の
舞
に
成
り
二
本
の 

」
六
オ

滑ス
ベ
リ
木木
を
演ワ

ザ技
を
行オ
コ
ナ
イ
ナ
ガ
ラ

ひ
乍
ら
降オ
リ

りヽ
て
舞ブ
タ
イ台
へ
返
カ
エ
リ（
マ
マ
）
り
喜ヨ
ロ
コび

乱ラ
ン
プ舞
の
形ケ
イ
ヨ
ウ容
其ソ

の
ま
ゝ
に
三ミ
タ
ビ度
跳ト

び
上
ア
カ
リ

跳ト
ビ
カ
エ返
り
し
て

舞
台
せ
ま
し
と
舞ブ
タ
イ台
一イ
ッ
パ
イ杯
に
荒ア
バ

れ
狂ク
ル

う
様サ
マ

は
文モ
ジ
　
ド
ホ
リ

字
通

り
感カ
ン
シ
ヤ謝
の
舞マ
イ

で
種イ

ロ

〱々

の
形カ
タ
チで
縦ジ
ュ
オ
ウ横
に
カ
ツ
〳
〵
音ト
オ
ト
タ
カ髙
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く
舞
う
様サ
マ

は
さ
な
が
ら
豊ホ
ウ
ネ年
万マ
ン
サ
ク作
、
大ダ
イ
リ
ョ
ウ
マ
ン
ゾ
ク

漁
万
足
を
祝イ
ワ

ふ
様ヨ
ウ

に
異
な
ら
な
い

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

最サ
イ
ゴ後
に
舞
台
を
一
週マ
ワ
リし
て
正
面
へ

も
ど
り
前
方
へ
走
り
出
す
と
同
時
に
ウ
ス
が
カ
ブ
の

腰コ
シ
オ
ビ帯
を
持モ

ち
上
げ
カ
ブ
は
ウ
ス
の
腰コ
シ

を
足ア
シ

で
は
さ
み

神
前
に
向
つ
て
三ミ
タ
ビ度
処バ

を
か
へ
て
最シ
マ
イ後
の
拝ハ
イ
レ礼
を
し

て
終オ
ワ

る
と
同ド
ウ
ジ時
に
跳ト
ビ
カ
エ返
り
又
飛ト

び
上ア
ガ

り
七ナ
ヽ

転コ
ロ

び
八ヤ
オ
キ起 

」
六
ウ

き
欣キ
ン
キ喜
の
極キ
ョ
クに
達タ
ツ

し
て
演エ
ン
ギ技
が
終オ
ワ

り
乞こ
こ
で
し
し
は

こ
で
シ
ヽ
は

元モ
ト

の
姿ス
ガ
タに
返カ
エ

り
カ
ブ
を
鳴ナ

ら
し
乍な
が

ら
静シ
ズ

か
にに

舞
台
を

一
週マ
ワ
リし
て
楽ガ
ク
ヤ屋
へ
入
り
ま
す
お
ハ
ヤ
シ
は
後
し
ば
ら

く
奏ヽツ
ヅ

せヽけ

てらヽ
れヽ
五
曲
で
終
り
ま
す
所
シ
ョ
ウ
ジ
カ
ン（
ヨ
脱
カ
）

要
時
間
は
凡オ
ヨ
ソそ
三

十
分
で
あ
り
ま
す

 
」
七
オ

（
白
丁
）

 

」
七
ウ

（
白
丁
）

 

」
裏
表
紙

 

見
返

 

」
裏
表
紙

二
〇
二
〇
年
九
月
三
〇
日　

受
付

二
〇
二
〇
年
一
二
月
七
日　

採
択
決
定


